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研究成果の概要（和文）：本研究はがん経験者の生きがいや価値観に沿った豊かな生活を目指すための心理的支
援の有効性を示すことを目的としていた。本研究の成果として、生きがいや価値観に沿ったプログラムの作用機
序に関する研究を通して、がん経験者の活動抑制が報酬知覚を下げ、抑うつを悪化させるメカニズムを明らかに
したことが挙げられる。また、ランダム化比較試験のための介入者トレーニングマニュアル、使用するプログラ
ム冊子、リクルートを行う患者支援団体を確定することができた。パイロット試験の出版と研究協力者の確保に
困難が生じたため、症例登録までは至らなかったが、引き続きランダム化比較試験の実施を継続していく。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to demonstrate the effectiveness of 
psychological support for cancer survivors to aim a fulfilled life in line with their meaning in 
life and values. The main results of this study include the identification of the mechanisms by 
which activity restriction in cancer survivors lowers their environmental reward and exacerbates 
depression through an observational study. This examination of this model was essential to support 
the action mechanism of the present program. We were also able to finalize the interventionist 
training manual for the trial, the program booklet to be used, and the patient support group to 
conduct recruitment. Due to difficulties in publishing the pilot study and recruiting research 
participants, we were unable to reach case enrollment, but will continue to conduct the randomized 
controlled trial.

研究分野：臨床心理学

キーワード： Psycho-oncology　Activity restriciton　Depression　Anxiety　Self-help program　Values

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
がん診断直後や治療中の方への心理支援は発展してきている。一方で、がんに罹患し、時が経ってもなお抑うつ
気分や不安に直面する者は多い。そのため本研究によって、がん経験者の生きがいや価値観といったポジティブ
な側面に着目したプログラムが開発されたことは、中長期的な療養生活を行うがん経験者への心理支援充実の一
助となることが考えられる。さらに、本プログラムの作用機序である、楽しみや喜びといった報酬の知覚が低ま
ることががん経験者の抑うつに強く影響することが認められたことで、ネガティブな認知の変容だけでなく、ポ
ジティブな認知への着目ががん経験者の心理的苦痛の改善に寄与する可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
がんの生存率は飛躍的に改善し、がん治療の侵襲性軽減、副作用の緩和方法も発展してい
る。そのような背景から、がんに罹患した後も趣味や仕事、友人や家族との関わりといった、
人生や生きがいにとって重要な活動を保ちながら療養を継続することが可能になってきて
いる。一方で、がんを経験した者（以下，がん経験者）が不安や抑うつ症状といった精神症
状を抱えることは多く（Niedzwiedz et al, 2019）、生活の質の低下などにつながるとされて
いる。 
がん経験者を対象とした患者体験調査（厚生労働省，2018）によれば、精神的な苦痛によ
って日常生活で困っていると回答した者は、全体の 30%存在することが示されている。さ
らに、がんに罹患した５年、10 年経過してもなお、抑うつ症状を抱えることが報告されて
おり、罹患後の年数による精神症状の違いはみられていない（Götze et al., 2020）。以上か
ら、がんの診断を経験して何年たっても、抑うつへのケアが必要であることが伺える。 
がん経験者の不安や抑うつの維持メカニズムとして、①回避的な対処による閉じこもり
がちの生活、②生活の中にある小さな喜び、楽しみへの感受性低下が考えられ、この２点に
着目した心理的支援の開発が有用な可能性がある。 
がん経験者を対象とした心理療法の介入研究は多く実施されており、認知行動療法、問題
解決療法などががん経験者の心理的苦痛軽減に有効であると示されている（e.g. Gielissen 
et al., 2007）。これら心理療法の多くが、がん罹患後のネガティブな思考や体験をネガティ
ブではないものへと変容する方向でのアプローチである。しかしながら、長期的な療養生活
の中で、がん体験者は体調の変動や再発への不安や心配といったネガティブ感情を抱える
ことは当然の反応といえる。そのため、近年はがんに関わるネガティブな心的体験はしなが
らも、趣味や仕事、友人や家族との関わりといった、人生の価値観や生きがいに沿った、豊
かな生活を目指す心理的支援にも注目が集まっている。 
 本研究で開発し、効果を検討するプログラムは、がんに関連する多様なネガティブな側面
（病気の捉え方や、治療への向き合い方、気分の持ちよう）の改善に着目したこれまでのプ
ログラムとは異なり、がん経験者本人が大切にしたい生きがいや価値観に着目している。さ
らに、がん医療の現状を踏まえ、地域医療に根差すことを前提としたプログラム提供を目指
す。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域を拠点とした療養をするが
ん経験者に対して、がん経験者の人生の価値観や生
きがいに沿った生活を送ることを目指したプログラ
ムを実施し、有効性を検討することであった。がん
経験者への医療機関を中心とした心理的支援提供は
広まりつつあるが、医療機関から離れた場所で療養
生活を送るがん経験者への支援の体系化はなされて
いない。がん経験者に対する心理的支援は、精神腫
瘍科といった専門外来のあるがん専門病院、もしく
は精神科の受診が主たる方法である。精神科を受診
するハードルは高く、心理的支援へのアクセスは容
易ではない。これからのがん療養が外来中心となる
ことを踏まえ、地域にて療養をするがん経験者を対象に、地域の患者会やプライマリケア
（かかりつけ医）を基盤とした心理的支援を整備することは必須である（図１）。 
 
 
３．研究の方法 
（１）プログラムの背景理論に関連する研究；がん経験者における活動抑制と価値の関連 
背景と目的：がん経験者の大切にしている価値観や人生の目標を明確にし、それらに向かっ
て日々を過ごしていくことは、抑うつが高まるリスク要因である活動抑制と関連する可能
性がある（Tsai et al., 2017）。そこで本研究では、がん経験者の活動抑制と価値の関連性を
検討することを目的とした。 
対象者：がんと診断された経験のある成人 
調査変数：①対象者の社会的・医学的背景、②がん患者用活動抑制尺度（SIP-C-R；畑他、
2021）、Valuing Questionnaire（VQ；土井他、2017）、抑うつ（PHQ-9）であった。 
調査方法：インターネットリサーチ会社（マクロミル）を通して、がん診断された経験のあ
る成人のリクルートを行った。 
 
 
 



 
（２）プログラムの背景理論に関連する研究；がん経験者の活動抑制が報酬知覚を媒介し、
抑うつに影響を及ぼすモデルの検討 
背景と目的：がん経験者の活動抑制に関しては、抑うつを高めるリスク要因とする研究もあ
れば（Williamson et al., 2000）、必ずしも活動抑制単体が抑うつを高めないとする研究も
ある（Low & Stanton, 2015）。活動抑制が抑うつを高めるメカニズムとして、活動抑制に
よって日常生活の活動性が低下し、その結果としてちょっとした喜びや幸せといった報酬
の知覚が低下し、抑うつを悪化させてしまうことが考えられる。そこで本研究では、がん経
験者において活動抑制が顕著になると報酬知覚が低下し、結果として抑うつが高まる媒介
モデルが指示されることを仮説として設定し、モデルを検討した。 
対象者：がんと診断された経験のある成人 
調査変数：①対象者の社会的・医学的背景、②がん患者用活動抑制尺度（SIP-C-R；畑他、
2021）、報酬知覚（国里他、2011）、がんによる倦怠感（CFS；Okuyama et al., 2000）、抑
うつ（HADS；Hatta et al., 1998）であった。 
調査方法：がん患者支援団体を通して、がん診断された経験のある成人のリクルートを行っ
た。 
 
４．研究成果 
（１）プログラムの背景理論に関連する研究；がん経験者における活動抑制と価値の関連 
結果と考察： 

333名（男性 220名、66.07%、女性 113名、33.93%）のがん経験者が調査の対象となっ
た。活動抑制の合計得点と価値の尺度である VQ「前進」には有意な負の相関（r = -.11, p 
< .05）、活動抑制の合計得点と VQ「障害」には有意な正の相関（r = .44, p < .001）が見ら
れた。また、VQ「前進」と VQ「障害」には有意な相関は見られなかった（r = 0.02, p = n.s.）
補足的に、がん経験者の身体状況を統制した上で、価値が活動抑制にどのような影響を及ぼ
すかを検討した結果、VQ「障害」は活動抑制に影響することが示された 
 VQ「障害」には「日々の生活の中で自動操縦をしているかのように、意識せずに行動す
ることが多い」「物事が予定通りに進まないとき、あきらめが早い方である」などの項目が
含まれ、価値からの回避を示す項目とされている。VQ「障害」と「前進」には有意な相関
が認められなかったことからも、「こんなことをやりたい」、「人生を大切にしたい」といっ
た前向きな気持ちは持ちながらも、なかなかそこに向かえないもどかしさや現実的な難し
さを抱えている可能性がある。VQ「障害」は、日常生活の中の向社会的な行動の抑制につ
ながっていることが考えられるため、どのような要因から「障害」を感じているのかなど、
価値の中身の整理と実現に向かえるための具体的な計画を立てることが有用な可能性があ
る。 
 
（２）プログラムの背景理論に関連する研究；がん経験者の活動抑制が報酬知覚を媒介し、
抑うつに影響を及ぼすモデルの検討 
結果と考察： 
 94 名（男性 41 名、
43.6%、女性 52名、55.3%）
のがん経験者が対象とな
った。 
 本研究の結果、完全媒介
モデルが指示され、活動抑
制が高いと、報酬知覚が低
下し、抑うつが高まる仮説
モデルが指示された。  
また、がん経験者において
よく報告されるがんの  
倦怠感を調整変数として
投入した場合にも、本モデ
ルが指示されることがわ
かった。 
 活動抑制がみられるが
ん経験者を支援するうえ
で、喜びや楽しみをどの程
度感じられているかとい
う報酬知覚の観点に着目
することの意義が示され
た。 
 
 



 
（３）プログラムの冊子および介入者マニュアルの準備、リクルートの実施 
 研究成果の他に、本臨床試験で使用するプログラム冊子の準備を行った。パイロット試験
を経て、プログラムの改定に伴うイラストの変更が生じたため、デザイナーに新たなイラス
ト制作依頼を行った。完成したイラストを元にプログラムのデザインを改訂し、対象者用と
広報用に冊子の印刷を行った。また、本プログラムをがん経験者が参加する患者大会等に参
加し、プログラムに関する広報を行った。また、プログラムの介入者トレーニングに向けた
マニュアル作成、介入者となる心理職のリクルートを行った。 
 また、本研究のプログラム対象者のリクルートに向けて、がん患者支援団体とのミーティ
ングを重ね、リクルート可能な支援団体との関係性構築を進めてきた。 
 
（５）本研究の成果のまとめと今後の展望 
 本研究課題を通して、プログラムの効果メカニズムを担保する背景理論の研究を実施す
ることができた。また、プログラムに必要なプログラム冊子の確定や対象者のリクルート先
の確保、介入者のトレーニングなどを行うことができた。一方で、新型コロナウィルスの感
染対策の影響もあり、本研究の介入プログラムのリクルートやプログラム実施を行う予定
であったがん患者支援団体の活動縮小やオンライン化を背景に、対象者の確保に難渋した。
その結果、残念ながら臨床試験の症例登録には至らなかった。しかし、プログラム開始のた
めの準備は整っているため、今後症例登録を開始し、ランダム化比較試験の完遂を目指して
研究を進めていく予定である。 
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